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基本設計 市民説明会 
・7/4(木) 
・7/8(月) 
・7/13(土） 

19:00 
19:00 
14:00 

関戸公民館にて 
消費生活センターにて 
図書館本館にて 
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・あいさつ、事業概要 
 
・設計内容の説明 
 
・質疑応答 

…10分 
 
…35分 
 
…45分 

●本日の流れ 
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●これまでの経緯 
 
・平成29（2017）年3月 図書館本館再構築基本構想の策定 

 「知の地域創造」のための図書館 
 
・平成30（2018）年1月 建設予定地の決定 

 多摩中央公園北西角地（約4,400㎡） 
 
・平成30（2018）年8月 図書館本館再整備基本計画の策定 

 敷地・施設・資料・運営管理の各計画 
 
・平成31（2019）年2月～   基本設計の着手 
・平成31（2019）年4～6月 基本設計ワークショップの開催 
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●「知の地域創造」の実現に向けて① 
①地域社会を支える豊富な資料群 
   
 
   【基本設計における主な考慮点】 
    ●図書館の基本機能である開架資料・席数の充実 
 
      開架冊数 
 
      
      
      席数 
 
 
    ●分館・学校図書館を支えるバックヤード（閉架書庫）の充実 
 
      閉架冊数 

現本館 中央館（収容能力） 
【計画値】 

中央館（収容能力） 
【設計値】 

１０．５万冊 ２５～３０万冊 ２５～３０万冊 

現本館 中央館 
【計画値】 

中央館 
【設計値】 

２５０席 ５００席 ５００～６００席 

現本館 中央館（収容能力） 
【計画値】 

中央館（収容能力） 
【設計値】 

２３万冊 ３０万冊 ３０～４０万冊 



5 

●「知の地域創造」の実現に向けて② 
②多様な出会いや交流の機会を創出 
  本・情報・ひとに出会い、市民が主体的に交流する機会と場を提供 
 
   【基本設計における主な考慮点】 
     ●本や情報を通じた学びと交流を実現する広場スペース 
 
       おはなし室やくつぬぎ室、授乳室など、子どもエリアの充実 
       子どもエリアと大人エリアを近接させ、親子利用がしやすい開架 
       カフェや屋根付きのテラスで飲食しながら読書 
       公園の緑が感じられる雰囲気づくり 
       多様な集会に対応できる市民活動室 
       おしゃべりしやすい雰囲気づくり 
       静かな環境で読書ができる場所の確保 
        
     ●市民活動の拠点（パートナーズスペース） 
 
       ボランティアの方々の拠点となる場を整備 
       ボランティアが活躍する市民協働スペースの充実 
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●「知の地域創造」の実現に向けて③ 
③課題解決型の支援 
  市民一人ひとりの「知る」を支援 
 
   【基本設計における主な考慮点】 
 
     ●サテライトカウンターの分散配置 
 
       レファレンスサービスの充実 
       企画展示の充実 
       ミニ講座等の開催 
 
 
     ●時代に即した新たな機能 
 
       ラーニングコモンズの整備 
       無線ＷｉＦｉの整備 
       インターネットＰＣ、データベースＰＣの充実 
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・基本設計 令和元（2019）年7月末に完了する予定 
 
・実施設計 令和元（2019）年8月～令和2（2020）年3月（予定） 
 
・（仮称）中央図書館の運営や使い方に関する市民ワークショップ 
             令和元（2019）年秋以降の開催に向けて準備中 

●今後のスケジュール 
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設計内容の説明 



●図書館が建つ場所 
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●ワークショップ 
全３回の日程で開催 
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●ワークショップ（第１回目のまとめ） 
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●ワークショップ（第２回目のまとめ） 
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●ワークショップ（第３回目のまとめ） 
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●階構成 
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ワークショップの主な意見 



●配置について 

意見：おわんの縁のように、公園外周の緑は残してほしい 
     現在の地形・緑を保つ形の建物としてほしい 

提案：建物は公園に沿わせ、地形に馴染む形とします 
    「公園の縁」である角の緑は、明るい緑道とします 
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●周辺環境との調和について① 

意見：公園から見える建物は低く、木の中に馴染ませてほしい 
    敷地内の高低差を解消してほしい 
    レンガ坂と公園、両方からアクセスできるように 

提案：公園から見ると、１階建ての建物に見える計画とします 
    高低差を解消する階段を施設中央に設け、レンガ坂、公園 
    どちらからもアクセスしやすい計画とします 
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●周辺環境との調和について② 

意見：公園で緑陰読書がしたい 
    施設内から公園や池が見通せる、開放的な施設 

提案：公園に面した２階の壁はガラスとし、どこにいても公園の 
    雰囲気が感じられる場所とします 22 



●周辺からのアクセスについて 

意見：駐車場をつくってほしい 
    駐輪場を各階につくってほしい 

提案：車いす駐車場を敷地内に確保します 
    一般利用者の駐車場はパルテノンを想定し、アクセスの 
    しやすさに配慮します 
    駐輪場は、BFと１Fに計画します    23 



●内部について① 

意見：ラーニングコモンズが複数ほしい 
    児童向けラーニングコモンズもほしい 
    世代間の交流、こどもと大人が集える場所がほしい 

提案：ラーニングコモンズを複数（大・中・小と異なる規模で）計画 
    こども開架と一般開架に面した位置にラーニングコモンズ 
    を設け、こどもと大人が集える場を計画します 24 



●内部について② 

意見：レファレンスサービスの充実 
    レファレンスサービスの分散化（テーマ別など） 
    市民が職員に声をかけやすい環境づくり 

提案：サテライトカウンターを分散配置します 
    サテライトカウンターでは、レファレンスサービスを行います 25 



●内部について③ 

意見：静寂読書室がほしい 
    グループ学習ができる場所がほしい 

提案：静寂読書室を分散配置します 
    グループ学習室を複数計画します 26 



●内部について④ 

意見：屋根付きのテラスや休憩スペースがほしい 
    屋外で貸し出ししていない本を読みたい 
    オープンカフェがほしい 

提案：公園に面した位置に読書テラスを計画します 
    屋根付き、カフェに面しており、読書をしながら飲食できる 
    場所とします 27 



●内部について⑤ 

意見：芝生ひろばで「青空お話会」をやりたい 
    おはなし室は仕切られるようにも、開放的にも使いたい 

提案：おはなし室を芝生ひろばに面して計画し、中と外が一体的 
    に使えるようにします 
    おはなし室は閉じた状態にもできるつくりとします 28 



●内部について⑥ 

意見：ボランティアが常時つかえるスペースがほしい 
    ボランティア活動がしやすいようにしてほしい 

提案：パートナーズスペースとして、拠点をつくります 
    市民協働スペースやサテライトカウンターなどを使うことで 
    様々な活動ができるようにします 29 

サテライトカウンター 



●内部について⑦ 

意見：展示スペースがほしい（絵本の原画展など） 
    ボランティア活動や地域活動の情報交換ができる場 

提案：エントランスホールがギャラリーにも使えるようにします 
    絵本コーナーに面して展示スペースを併設した「へなそうる」 
    をつくるなど、本と展示が同時に触れられる場所とします 
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●内部について⑧ 

意見：100人くらいが講演会等で集えるスペースがほしい 
    演奏会など多目的に使う場所がほしい 

提案：100人程度が集まれる場所として、 
    部屋として使える「市民活動室」 
    オープンな場所として使える「ステッププラザ」をつくります 
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●内部について⑨ 

意見：職員の働く環境の向上 
    職員がリラックスできる場所の確保 

提案：地下を２層とすることで、事務室への採光を確保します 
    スタッフ用のラウンジを設け、よりよい環境で休憩できるよう 
    配慮します     32 

採光、通風 


